
城端線開通120年記念連続講座『城端線は何を変えたのか』
第４回「人が動いた、地域が変わった」

「城端線の役割はどう変わってきたのか」

砺波市立砺波散村地域研究所

所員 西野 真夫



１ 鉄道の役割・機能

u (1)鉄道をどう教えているのか？
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・鉄道の役割をどう考えるか？

u 《歴史に学ぶ》

u 1825年 ストックトン＝ダーリントン鉄道

u 1830年 マンチェスター＝リバプール鉄道

u ќ貨物輸送 （石炭・綿花）

u 現在でも鉄鉱石・石炭・石油・綿花・小麦など安価で膨大な貨物の輸送

u ѝ

u 資源が多い国（＝面積の広い国）は貨物輸送が多い

u Ａ・Ｂ・Ｅは▪ⱷꜞ◌ ⁸▬fi♪⁸ のいずれか

u 国土面積はアメリカ合衆国 約980万㎢ 中国は約960万㎢

u インドは約330万㎢

u ééé ⅜▬fi♪



u 《旅客に注目》

u ・都市間距離が長い＋豊かќ長距離移動は航空機

u │▪ⱷꜞ◌ ⁸ │

u Ｃ・Ｄはイギリスと日本だが、

u 人口が１．２５億人の日本、０．６５億人のイギリス

u （20世紀に入り、都市への人口集中が進むと）

u 職住近接の都市計画を持つイギリス

u 郊外に大規模ベッドタウンをつくり都心へ通勤・通学する日本

u ќ放射状の都市郊外線＋地下鉄

u 新幹線網の整備 ќ 中距離の移動手段

u ⅜ ⁸ ⅜▬◑ꜞ☻



u 《 鉄道とは？ 》

u 【19世紀】 （内陸から港湾へ）

u 【20世紀】 （大都市郊外、放射状路線）

u （20世紀後半 自動車・航空機の発達 鉄道の斜陽化）

u 【20世紀後半～21世紀】

u 新幹線の成功

u 諸外国でも高速鉄道の建設拡大

u フランス・ＴＧＶ、ドイツ・ＩＣＥ、イギリス・ＨＳＴ

u イタリア、スペインなどのヨーロッパ諸国

u 中国・韓国・台湾などのアジア諸国



（２）中越鉄道・城端線は？
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中越鉄道・城端線の旅客と貨物

乗客 貨物
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u 【城端線の役割はどう変化したか】

u ①開業～第二次世界大戦

u 【貨物輸送】 米、肥料、石灰、石炭、綿花 ＋ ダム建設資材

u ②戦後～高度経済成長

u 【旅客輸送】 高度経済成長 沿線の工業化 ＋ 高校新設

u 1965年をピーク（741万人）

u ќ1973年には半減（370万人）

u ③北陸新幹線開通～

u 新幹線利用者による二次交通 多くの観光客

u

u



0

2000000

4000000

6000000

8000000

10000000

12000000

14000000
1
8

9
8

1
9

0
1

1
9

0
4

1
9

0
7

1
9

1
0

1
9

1
3

1
9

1
6

1
9

1
9

1
9

2
2

1
9

2
5

1
9

2
8

1
9

3
1

1
9

3
4

1
9

3
7

1
9

4
0

1
9

4
3

1
9

4
6

1
9

4
9

1
9

5
2

1
9

5
5

1
9

5
8

1
9

6
1

1
9

6
4

1
9

6
7

1
9

7
0

1
9

7
3

1
9

7
6

1
9

7
9

1
9

8
2

1
9

8
5

1
9

8
8

1
9

9
1

1
9

9
4

1
9

9
7

2
0

0
0

2
0

0
3

2
0

0
6

2
0

0
9

2
0

1
2

2
0

1
5

城端線・氷見線の乗客

城端線 氷見線
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３ いま、どんな役割が地方公共交通に
求められるのか？

u 【21世紀の富山県】

u ・人口減少社会

u ・きわめて高い運転免許・自動車保有率

u （ 「door  to door の利便性」）

u （高齢者もハンドルをにぎる）

u ќ鉄道による大量輸送の必然性は低下

u 【多頻度少量輸送】 周期的なパターンダイヤ

u 富山ライトレール、万葉線



u 【砺波駅のハブ化】

u 高速バスの拠点

u 朝の7時台 富山（４）、金沢（２）、名古屋（２）、京都・大阪（１）

u 22時以降 東京（２）、京都・大阪（１）、名古屋（１）

u 「砺波から都会へ」＆「都会から砺波へ」



u 【 城 端 線 】

u 120年目以降、どのような役割を持たせるか

ѝ

u持続可能な公共交通機関について語り合いが必要

uご静聴ありがとうございました。



おまけ


